
割合が整数で表される簡単な場合について、
「２倍」と「２目盛り分多い」が違う意味で
あることを捉えることを通して、倍の意味を
理解できるようにすることが大切です。

全国学力・学習状況調査結果から考える
「知識・技能」に関する指導改善のポイント！
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今年度の全国学力・学習状況調査の結果において課題が見られた小学校算数「知識・技能」の
問題に関する指導改善のポイントについて御紹介します。今後の指導の参考にしてください。

３４.２％全国

２９.７％
（-４.５）

鳥取県

正答率

示された基準量と割合から、比較量を捉えることに課題がある。

◆イとエと解答
白いテープの１．５倍にあたる長さを、
白いテープより１．５目盛り分長い長さ
であると誤って捉えている。
◆ウとカと解答
白いテープの１．５倍にあたる長さを、
白いテープの長さとそれを１．５倍した
長さを合わせた長さであると誤って
捉えている。

解答類型の結果より…

（４） 赤いテープの長さが、 白いテープの長さの１．５倍になっている図はどれですか。
下のアからカまでの中から２つ選んで、その記号を書きましょう。

正答

誤答例

アとオ

赤のテープの１．５倍の長さになっている
テープはどれかな。

１．５目盛り分長いので、Cじゃないかな。

Dだと思います。

二つの答えが出ましたね。
では、赤のテープの２倍の長さのテープはどれかな。

２目盛り分長いので、Dだと思います。

２倍は赤のテープの長さの二つ分だから、Eだと思います。

2目盛り分長いテープと2倍の長さのテープは違うのですね。

倍で考えるときは赤の長さを１とみて考えるのですね。

赤のテープの長さを１とみると、１．５倍の長さのテープはDですね。

イとエ、
ウとカ など

令和８年度全国学力・学習状況調査問題

基準量とその２倍にあたる量を比較すること
を通して、基準量の１．５倍の意味を理解
できるようにすることが大切です。その上で、
基準量の大きさを変えて同様の活動を行い、
例えば、基準量の１．５倍に当たる量は、基準
量を１と見たときに１．５に当たる量であること
を捉え、割合についての理解を深めることが
できるようにすることが大切です。

＜解答類型の結果から見える課題＞

図を通して
考える！


